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注意が必要な事項： 

 ご使用前に必ずこのマニュアルをよくお読みになり、今後の参照用に保管してください。 

 ご使用前に機器リストをよくご確認ください。疑問がある場合は、Thinkcar Tech Inc もしくは販売店に

ご連絡ください。 

 製品は継続的にアップグレードされているため、予告なく変更される場合があります。 

無断複写・転載を禁じます。本マニュアルは、Thinkcar Tech Inc (以下、「Thinkcar」) の書面による同意

なしに、いかなる形式(電子的、機械的、コピー、記録など)による複製やバックアップをすることはできま

せん。本マニュアルは Thinkcar 製品の使用を目的としており、Thinkcar は他の機器の操作ガイドとして使

用した場合の結果については一切責任を負いません。 

Thinkcar およびその関連会社は、事故、機器の乱用または誤用、機器の無許可の改造または修理、ユーザー

または第三者による Thinkcar製品の操作および保守要件不遵守に起因する機器損傷等の結果として発生した

費用および損害について、一切の責任を負いません。 

Thinkcarオリジナル製品または Thinkcarが承認した製品以外のオプション類、アクセサリまたは消耗品の使

用によって生じた損害または問題については責任を負いません。 

 

免責事項: 本マニュアルに記載されているその他すべての製品名は、機器の使用方法を説明することを目的

としています。 

本機器は、専門技術者または保守専門知識/有資格者が使用することを目的としています。 

 

登録商標 

Thinkcar は、中国およびその他の国、地域にて THINKCAR を商標登録しています。本パンフレットに記載さ

れているその他のすべての Thinkcar商標、サービスマーク、ドメイン名、アイコン、および会社名は、Thinkcar 

およびその関連会社に帰属いたします。Thinkcar 商標、サービスマーク、ドメイン名、アイコン、および会

社名が登録されていない国地域では、Thinkcar は未登録の商標、サービスマーク、ドメイン名、アイコン、

および会社名の所有権を放棄いたします。このマニュアルに記載されているその他製品の商標および会社名

は、元の登録会社に帰属し所有者の事前の書面による同意なしに、Thinkcar または記載されているその他会

社の商標、サービスマーク、ドメイン名、アイコン、または会社名を使用することはできません。その他

Thinkcar商標使用に関しましては弊社 web www.tcjltd.comにてご確認ください。 

日本における THINKCAR商用権は株式会社 TCJに帰属いたします。 
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安全性 

1. 本機は、有資格もしくは空調冷媒整備経験者のみが使用および修理できるように設計されています。 

2. 本機は R134aおよび R1234yf冷媒用に設計されています。他の冷媒タイプには適用できません。異なるタ

イプの冷媒を混ぜることはできません。僅かでも混ざると設備故障、空調システムの損傷の原因になります。 

3. 自動車メーカーが推奨する量の冷媒を A/C システムに充填してください。 

4. 事故を避けるため、冷却ファン、オルタネーター、加熱部品などの可動部位その他を回転部位から遠ざけ

てください。 

5. 作業の際には保護服、手袋、ゴーグルを着用してください。 

6. 自動車の空調パイプのフラッシングを行うため、オペレーターは自動車の空調システムと機械の操作に十

分精通している必要があります。エンジンをオフにするときは、必ずイグニッション キーが完全にオフにな

っていることを確認してください。 

7. 本機を直射日光や雨にさらさないでください。換気の良い作業エリアでのみ使用してください。 

8.輸送中に 30°を超える傾斜は絶対にしないでください。逆さまにすることは固く禁じられています。 

9.高電圧電源部に触れないでください。また、電源を入れたまま本機を保守しないでください。 

10.マニュアルの取り扱い。 

11.当社は、お客様に事前に通知することなく、この文書の内容を変更することがあります。 

第 1章 はじめに 

1.1 概要 

THINKCAR AC200シリーズデュアルシステムメンテナンス機機は、最高の制御原理と製造プロセスを有し最新

の設計技術を備えています。 

本機は、エアコンのフラッシング、リカバリー、リサイクル、再充電などの機能を 1つにまとめたインテリ

ジェント機です。美しい形状、人間工学に基づいた操作インターフェイス、高度な製造プロセスを備え、エ

アコンの高度メンテナンス作業を簡単におこなえます。 

本機器は、R134aおよび R1234yf冷媒用として設計されています。 

1.2 機能 

A、HFC134aおよび HFO1234yf冷媒用。 

B、全自動で操作が簡単。 
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C、エアコンシステム内部パイプラインのフラッシングにより、内部の油汚れその他を効果的に除去し、エア

コンシステムの性能を回復します。 

D、前方フラッシング、逆フラッシング、パルスフラッシング機能により、洗浄効果が大幅に向上します。 

E、LEDバックライト付きの大型表示と冷媒ガス循環監視にガラス管を採用、洗浄プロセス全体を効果的に確

認できます。 

F、HP/高圧および LP/低圧ゲージを垂直に設置することで、車内から圧力パラメータを確認できます。 

 

G、ガスも液体も高いリサイクル率を実現するパイプライン設計。 

H、簡潔な操作インターフェースで操作が簡単。 

I、大型 LCDを採用。 

J、データベースは各自動車メーカー/モデルデータを収録いたします。 

K、プログラムとデータベースを更新可能です。 

L、プリンターを標準装備。 

M、機器のセルフクリーニング機能により、機器に保管されている冷媒が再利用レベルを満たすことを確認で

きます。 

 

1.3 仕様 

A、動作条件: 

周囲温度: 0~50°C 

相対湿度: ＜85% 

B、電圧入力: □AC220V±10％~50/60Hz □AC110V±10％~60Hz (ラベル参照) 

C、コンプレッサー: 16cm³ 

D、真空ポンプ: 42L/MIN,5Pa 

E、タンク用ロードセル: 30kg/±10g、2個 

F、オイルボトル用ロードセル: 6kg/±10ml 

G、タンク: 12L、2個 

H、PAG(ポリアルキレングリコール)用オイルボトル: 300ml 

I、POE(ポリオールエステルオイル)用ボトル: 300ml 

J、使用済みオイルボトル: 500ml 

K、LCDディスプレイ: 240mm*128mm 

L、動作圧力: 最大。 20bar 

M、HPゲージ: -1bar~35bar 

N、LPゲージ: -1bar~20bar 

O、最大作業圧力:20bar 

P、バックライト: LED 

Q、言語: 日本語その他 (カスタマイズ可能) 

第 2 章 機能 

2.1 主な機能 

A、デュアル冷媒システム 

B、デュアル冷媒オイルタイプのサポート 

C、自動フラッシング 

D、自動回収/リサイクル 

E、自動/手動使用済みオイル排出 
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F、真空タイミング 

G、自動/手動新油(オイル)注入 

H、定量補充 

I、各機能は独立して動作可能 

J、自動モード 

K、データベース 

L、印刷 

2.2 補助機能 

A、パラメータ設定 

B、冷媒補充 

C、パイプラインセルフクリーニング 

D、機器の空 

E、機器の真空 

F、電子スケールの校正 (プロフェッショナル) 

G、機械メンテナンス (ドライフィルター交換器、真空ポンプオイル交換器) 

H、プリンターテスト 

I、機器ステータス照会 

J、機器情報照会 

K、ヘルプ 
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第 3 章 運用 

3.1 各部説明  

                     

             

 

 

HP ゲージ 
LP gauge 

流体確認窓 

アラーム 

LCD ディスプレー プリンター 

キー 

R134aHP

ポート 

R1234yf 

HP ポート 

R134a 

LP ポート 

R1234yf 

LP ポート 

R1234yf タンク 

R134a タンク 

バキュームポンプオイル 

確認窓 

观察窗 

回収瓶 

PAG 瓶 

POE 瓶 

電源 SW 

100V 入力 
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3.2 初回使用 

A、輸送中の電子スケールの損傷を防ぐために、電子スケールは出荷時に保護されています。後

部ドアを開き、タンクの両側とスケール皿の下のすべてのフィラーを取り出し、スケールプレ

ートの下のサポートネジを緩めて、スケールハンドルを吊り下げ状態にします。下図参照

 

B、電源を入れます。以下の手順に従って操作してください。 

C、言語を設定します。いずれかを選択して、ENTER を押します。 

    以下ディスプレー説明は英語となります。 

D、単位を設定します。1つ選択して ENTERを押します。 

     

E、R1234yfストレージタンクを機器背面に取り付けます。 

    

a) ストレージタンクを後部スケールの上に置き、固定します。 

b) 赤/青のパイプをタンクの赤と青のバルブインターフェースに接続し、締め付けます 

（少量のストップグルーを塗布することをお勧めします）、2つのバルブを開きます。 

F、ホースとカプラーを接続します    

緩める 
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a) 赤ホース HP/高圧用を本体ポートに接続します。 

b) 青ホース LP/低圧用を本体ポートに接続します。 

c) R134a赤カプラと青カプラをそれぞれ R134aホースに接続します。 

d) R1234y赤カプラと青カプラをそれぞれ R1234yfホースに接続します。 

G) 初期化 

    

H、新(タンク)に冷媒を供給します（供給機能のセクションを参照してください） 
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重要事項 

(1)初期使用時本機機は空の状態ですフラッシングと再充填機能は実行できません。 

(2)すべての機能を正常に保つために、約 4kg、R134a/R1234yfそれぞれの冷媒をタンクに充填

する必要があります。フラッシング機能を使用する必要がない場合は、少なくとも 2kgを補充

してください。 

I、操作をなさる前に必ずこのユーザーマニュアルをよくお読みください。 

3.3フラッシング機能を実行する前の準備 

A、車両側エアコンにて使用する冷媒タイプを確認し、正しいカプラを本器 A/Cサービスポート

に接続します。 

B、車を始動し、約 5分間 A/Cを稼働させます。 

C、A/Cの高圧と低圧が正常かどうかを確認します。コンプレッサー作動の異常等確認してくだ

さい。(異常がある場合は点検が必要です)。 

D、車両側エアコンを停止、エンジンも停止にします。 

E、次に使用済みオイルボトルを空にします。新しいオイルボトルに適量の新しいオイルを入れ

ます(注意: PAGおよび POEオイルは冷媒により異なります) 

AC CPオイルの種類 

  PAG（ND-OIL8等）          POE（ND-OIL11等）           PAG（ND-OIL12等） 

  ポリアレキレングリコール               ポリオールエステル                 ポリアレキレングリコール 

     134a PAG 用オイル                 134a・1234yf POE 用オイル               1234yf PAG用オイル 

    多くの車両使用           絶縁特性のあるエアコンオイル          新環境対応フロンガスに適応 

一般的なエアコンオイル         （ハイブリッド車などに多く採用）       オイル今後採用車種が増加する見込み 

 （通電性がある） 

 

PAGと POEは互換性がなく混用禁止です。「HFC-134a用 PAG」と、「HFO-1234yf用 PAG」は混用禁止です。 

点検交換ツールのホース内側にもエアコンオイルは付着するため交換機器ホース類も使い分けが必要です。 

 

F、電源を入れて作業の準備をします。 

警告: 本機稼働中動作指示が表示されるまでお車の A/Cシステムを稼働させないでください。 

3.4 パワーオン 

A、機機は異常な情報を検知すると、警告を表示しますこの場合適時処理する必要があります。

メッセージがない場合は、直接次のインターフェースへ進みます。

 

B、冷媒タイプを選択します：R134a または R1234yf 次回以降の設定は最後に使用操作された冷

媒タイプとなっています。(混用注意) 
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C、冷媒の種類が前回使用時と異なる場合は、指示に従って操作してください。  

     

 

操作順序を人為的に終了した場合にはメインファンクションに入れませんまた、最後のインタ

ーフェース(表示)に戻ることもできなくなります。 

      

D、完了後、ファンクションインターフェイス（操作表示）に入いります。 

      
 

説明： 

 

フラッシング-回収処理 

この機能には、フラッシングと回復

プロセスが含まれます。  

データベース 

冷媒とオイルの量をチェック出来ま

す。 

 

回収/リカバリー/リサイクル 

エアコンシステムの冷媒を回収し

ます。  

機器メンテナンス 

ドライフィルター交換、パイプライン

洗浄、ロードセルの校正。 
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バキューム 

タイミングバキューム。 

 

冷媒の供給 

冷媒を装置タンクに移します。 

 

新しいオイルの追加 

新しいオイルを A/Cシステムに注

入します。  

システム機能 

供給、パラメータ設定、充填タンク

交換、冷媒タイプ変更 

 

リチャージ 

充電量 

 

設備情報 

システム情報、サービサー情報、

機器情報 

 

オート モード 

すべてのプロセスを自動的に行い

ます。  

ヘルプ 

アラームコードの説明 

3.5 洗浄回収 

A、この機能によりコンプレッサーの性能を向上させます、冷媒オイルやオイルスラッジを洗浄し、冷媒

を完全に交換することができます。また、A/Cシステムに残っている冷媒を回収することができます。 

B、A/Cシステムのパイプラインを洗浄する前に、A/Cシステムを入れ 5～10分間稼働運転してくださ

い。(温度設定は最低、ブロワーは中風に設定してください)。 

C、A/Cシステムを切ってください。 

警告: 洗浄作業中にエアコンを始動させないでください！A/C各部の損傷や事故の危険性がありま

す！ 

D、良好な洗浄性能を得るために洗浄時間は 20分以上行ってください。 

：シングルエバポレーターの洗浄時間は 20分、ダブルエバポレーターの洗浄時間は約 30分程です、

洗浄時間が長いほど洗浄効果は高くなります。 

E、注：洗浄時間には回復プロセスの時間は含まれません。洗浄が終了すると、本機は自動的に回復

機能を実行します。 

F、操作  

E、E-1：洗浄機能を選択し、ENTERキーを押します。 

E-2: 洗浄時間を設定します。 
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E-3：ENTERキーを押して開始します。 

F、作業中、自動的に順方向、逆方向、パルス洗浄を行いますまた、洗浄で分離された使用済みオイ

ルは自動的に古いオイルボトルに排出されます。 

G、洗浄後、自動的に冷媒を回収。周辺温度と A/Cシステムの構造によって、回収作業は 10～30分

程続きます。手動で作業を終了しないでください。 

H、処理が完了すると自動的に停止します。分離された使用済みオイルを再び排出、自動的にシャット

ダウンプロンプトを表示、停止します。 

注意：作業中に電磁弁の動作音が続きますが正常です。電源停止などしないでください。使用済みオ

イルは自動的に排出します。 

警告 フラッシング回収処理中に突然電源が切れたり、誤って終了した場合は、フラッシンググ回収処

理機能を再度選択しなおしてください。洗浄時間を短く設定し再度実行することができます。他の機能

を操作しないことが重要です。 

3.6 リカバリー／リサイクル 

A、この機能は A/Cシステムに残っている冷媒を回収します。 

B、操作:                                                 

B-1: リカバリー機能の選択  エンターキーを押します。 

B-2: ENTER キーを押してください。 

B-3：回収終了後、自動的に使用済みオイルを排出します。 

C、終了後、分離された使用済みオイルを排出し、自動的に停止します。 

  

3.7 バキューム 

A、この機能により、A/Cシステムから水分を除去します。 

B、操作時間は 15分以上必要です。一般的に、前面風(ブロワー)のみの冷房の場合は 15分以上、前面風と後面風

の場合は 20分以上が必要です。 
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C、操作： 

C-1: バキューム機能を選択  エンターキーを押します。 

C-2：バキューム時間を設定します。 

C-3：ENTERキーを押してスタートします。 

D、終了すると自動的に停止します。 

3.8 新しいオイルの追加 

A、真空引きができること。 

B、新しいオイルを新しいオイルボトルに入れてください。 

注意事項  

a）新しいオイルは、エアコンの中に空気が入らないように、抜き取った使用済みオイルより 20ml多め

に入れてください。(車両側表示数量も確認ください) 

b）新しいオイルを対応するオイルボトルに注入する。PAGオイルは PAGボトルへ、POEオイルは POEボトルへ。 

オイルを混ぜて使用することはできません。車両の技術マニュアルまたはラベルを確認してください！ 

c）非真空状態が検出された場合、機能は実行できません。 

C、操作： 

C-1：新オイル添加機能の選択 エンターキーを押します。 

C-2: オイルの種類を設定します。規格準拠するオイル選択してください。 

C-3：注入方法の選択：マニュアルコントロール、注入量の設定ができます。 
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C-3.1 手動を選択した場合、ENTERキーを押し続けて射出を行いますキーを離すと停止します。 

   

C-3.2 充填量を設定した後、ENTERキーを押すと自動的に停止します。 

     

 

 

3.9 充填/リチャージ 

A、充填機能の選択  エンターキーを押します。 

B、充填量を設定します。 

C、ENTERキーを押して開始します。 

D、終了すると自動的に停止します。 

注：充填量の設定は以下の通りです。 

方法 1：充填量を直接設定する。 

方法 2：データベースで充填量を設定する。手順は以下の通りです。 
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注意: 再充填プロセス中にメニューが表示された場合は、再充填プロセスを完了するために車のエアコンを

オンにする 必要があります。その後 、タンクに新しい冷媒を補給する必 要があります。  

 

3.10 AUTO モード 

A、このモードでは、パラメータを設定すると、すべての機能が完全自動で実行されます。 

B、実行する前に、使用済みのオイルを完全に排出し、新しいボトルに十分な量の新しいオイルを充填する

必要があります。オイルの種類に注意してください。 

C、操作: 

C-1:AUTOモードの選択  エンターキーを押します。 

C-2: すべてのパラメータを設定します。   

   or     

C-3: ENTERキーを押して開始します。 

D、終了すると自動的に停止します。 

 

3.11 データベース 

本機能では車両の冷媒種類と充填量、システムオイルの種類と充填量を確認できます。 

 

Press  

  

key 

ENTER 
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3.12 設備メンテナンス 

      

3.12.1 ドライフィルターの交換 

A、ドライフィルターが寿命に達したら交換しなければなりません。必要時メッセージが出ます。 

B、ドライフィルターを適時交換しないと、回収、洗浄、供給機能を維持実行できなくなります。 

C、操作 

C-1：ラベルでドライフィルターの IDを確認してください。SN確認。 

C-2：交換ドライフィルター機能を選択し、ENTERキーを押してください。 

C-3: IDを入力してください。 

C-4:示される指示に従い交換作業を行って下さい。 

注意：ドライフィルターの取り付け方向に注意してください。 

3.12.2 本体パイプの清掃 

A、本機能により装置パイプラインのオイルミスト、微量の水分等を効果的にシステム洗浄、清潔に効率循環を実現し

ます。 

B、3 ヶ月周期程にてこの機能を実行いたしますと効率的なシステム循環を維持できます。 

C、操作 

C-1：電源を入れ、冷媒タイプを選択し、機器メンテナンスを選択します。 

C-2：ユニットのパイプ清掃機能を選択し、ENTERキーを押します。 

C-3: 装置のカップリング側にホースとカプラーを接続し、バルブを開きます。 

C-4: ENTER キーを押して実行して下さい。 

警告: この機能は冷媒のタイプ毎に行ってください。 
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3.12.3 ロードセルの校正（サービサー操作） 

✓ A、ロードセルの精度が低い場合、校正が必要です。 

B、この機能を使用する際はパスワード 1510を入力する必要があります。 

C、メインタンクロードセルを校正する場合、10~20kgのおもりを用意してください。 

油瓶ロードセルの校正を行う場合、1～3kgの重りを用意してください。 

D、プロンプトに従ってステップバイステップで操作してください。 

注意：ここにいくつかのプログラムがある場合、メッセージに従って確認してください。 

3.12.4 使用済みオイルの排出 

A、使用済みオイルの排出を手動で制御することができます。 

B、使用済みオイルの排出機能を選択し、ENTERキーを押します。 

C、ENTERキーを押し続けると排出され、離すと停止します。 

3.12.5 内部の冷媒を空にする 

A、この機能により、装置内の冷媒を空にすることができます。 

B、他の冷媒回収装置（例えば MMと呼称）を使用する必要があります。 

C、操作 

C-1：装置の HP/高圧＆LP/低圧ポートと MMの HP＆LPポートを接続します。冷媒の種類に注意してください。 

C-2: Empty Internal Refrigerant 機能を選択し、ENTERキーを押してください。 

C-3: 配管が正しく接続されていることを確認し、ENTERキーを押します。 

C-4: MMの回収機能を実行します。 

C-5: 回収終了後、MMを停止し電源を切ります。そして ENTERキーを押して次のステップに進みます。 

C-6: しばらく待ちます。ENDと表示されたら、2つの機器に接続されているパイプを外すことができます。 

C-7: 真空システムパイプライン機能を実行してください。 

警告: この機能は冷媒のタイプに従って実行されます。 
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3.12.6 バキュームシステムパイプライン 

この機能により、装置の内部配管を工場出荷状態まで完全に真空にすることができます。 

はじめに内部冷媒を空にする機能を実行する必要があります。 

操作 

C-1: 電源を入れ、冷媒タイプを選択し、機器メンテナンスを選択します。 

C-2: バキュームシステムパイプライン機能を選択し、ENTERキーを押します。 

C-3: ホースとカプラーを装置のカップリング側に接続し、バルブを開きます。 

C-4: ENTER キーを押し実行します。 

警告: この機能は冷媒のタイプに従って行われます。 

3.12.7 バキュームポンプオイルの交換 

A、ポンプオイルがクリーム状であったり、本器にメンテナンスのメッセージを表示した場合、バキュームポンプオイル

の交換が必要となります。 

B、ポンプオイルを交換しない場合、ポンプが故障や損傷してしまうことがございますのでご注意ください。 

 

C、操作 

C-1：バックダウンカバーを開きます。 

C-2：ドレンポートのブロックを外し、古いオイルを完全に排出その後、ブロックをドレンポートに戻します。 

注：オイル排出穴は窓と同じ側、または底部にあります。仕様により若干の違いがあります。 

C-3: オイル注入キャップを外し、新しいオイルをバキュームポンプのオイルレベルが中央に来るまでゆっくりと注入

その後、キャップを注入口に戻してください。 

                                 

点検窓 

ドレン 

注入口 
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注意：新しいバキュームポンプオイルは、バキュームポンプに入れすぎてはいけません。 

C-4: カバーを元に戻します。 

3.12.8 非凝縮性ガスの排出 

A、何らかの制御不能な理由により、一定時間が経過すると、タンク内に非凝縮性ガスが蓄積されます。ガスが多す

ぎると、装置の異常作動の原因となりますのでご注意ください。 

B、非凝縮性ガスは定期的に排出する必要があり、1ヶ月に 1回排出することをお勧めします（使用頻度が低い場合、

排気サイクルを延長することができます）。或いは、機器に高圧警報が出たら、直ちに排出する必要があります。 

C、操作 

C-1: 後部の冷媒タンクを取り外し、脇に置いてください。注意: パイプを取り外さないでください！ 

C-2: 後ろのドアを開けると機器左の中心に二つの排気バルブがあります。バルブをゆっくり開き、凝縮していないガ

スを排出します。 

注意：バルブハンドルをゆっくり回転させ、排気音が聞こえたら回転を止め、排気を停止させます。 

左バルブ-R1234yf タンク排気 右バルブ-R134aタンク排気 

 

C-2：排気時間は約 20秒です。 

警告：排気の際は電源を切り、換気の良い環境で行う必要があります。「火器禁止 R1234yf」 

R1234yf 排気バルブ 
R134a 排気バルブ 



AC 200 

 21 

3.13 供給タンク 

   
A、メインタンク内の冷媒量が 3kg以下になると、フラッシング機能が作動しなくなり、1kg以下になると、十分な冷媒が

供給されるまで、リチャージ機能も作動いたしません。 

B、操作 

B-1：電源を入れ、冷媒の種類を選択し、供給タンク機能を選択します。 

B-2: 供給コネクタを使用する場合は選択します。   

B-3.1:供給コネクタを使用する場合、パイプライン接続は次のようになります供給コネクタをフレッシュ

冷媒タンクのポートに取り付けます 

注意: フレッシュ冷媒タンクのリキッドポートに接続する必要があります。リキッドポートがない場合は、

フレッシュ冷媒タンクを逆さまに置いてください。 

HP/高圧カプラを供給コネクタに接続して開きます。 

B-3.2: 供給コネクタを使用しない場合、パイプライン接続は次のようになります: 

フレッシュ冷媒タンクのポートを機器の LP低圧ポートに接続します。 

注意: フレッシュ冷媒タンクのリキッドポートに接続する必要があります。リキッドポートがない場合は、

フレッシュ冷媒タンクを逆さまに置いてください。 

B-4: フレッシュ冷媒タンクのバルブを開きます。 

B-5: 供給量を設定し、ENTER キーを押して実行します。 

注意: 供給量: タンクの残量に応じて量を設定します。 

提案: 供給量 = (4.5~5) - 残量。 

B-6: 警告が出たら、新しい冷媒タンクのバルブを閉じ、タンクを立て ENTERキーを押して確定してください。 

B-7: パイプライン内の冷媒が回収されると、機器は自動的に停止します。その後、クイックカップリングを

取り付けます。 

特別な注意: 

新しい機器に冷媒を供給する場合、機器システムの真空状態により、タンクに冷媒を注入時一部の冷媒が 

パイプラインとコンポーネントに残ります。その結果、注入した実際の冷媒量に違いが生じますが正常です。 
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3.14 システムファンクション 

       

3.14.1 言語 

言語変更 

3.14.2 ユニット 

3.15. 設備情報   

     

3.15.1 システム照会 

ここで本器の動作状況を確認できます。 

   

3.15.2 サービス情報 

ここでは、サービサーやディーラーの情報を設定・確認することができます。 
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セッティングの方法 

押す      and     キーを同時に押してセットアップ状態にする。 

使用する    and     キーで位置選択 

使用     and    キーで内容選択 

3.15.3 設備情報 

ここでは、SN、ハードウェアのバージョン、ソフトウェアのバージョンなどを確認できます。 

   

3.16 ヘルプ 

    

ここですべてのヘルプメッセージを確認できます。 

 



 

 

保証条件 

本保証は、Thinkcar 製品を通常の業務を通じて購入されたお客様および販売店にのみ適用されます。 

Thinkcar Inc並びに株式会社 TCJ(以下弊社)は納入日から 1年間、材料または製造上の欠陥に起因する損害につ

いて保証します。誤用、無許可の改造、製品が設計された目的以外での使用、または取扱説明書で指定された方

法以外の動作に起因する機器または部品の損傷は本保証の対象外となります。 

その他車両側損傷や、結果的もしくは偶発的な損害に対し弊社責任を負いません。他の問題や結果として生じる可

能性のある損傷等に付きましては弊社規定よる検査方法に従って判断させていただきます。 

また、本件は弊社の代理店、従業員、または商業上の代表者などが本製品に関しいかなる確認、推奨、約束も行う

権限を有していないことを示します。 

注文/通知(アフターパーツ) 

交換部品およびオプションアクセサリーは弊社正規販売店に直接ご注文いただけます。 

数量、部品番号、部品名をご指定ください。 

カスタマーサービスセンター 

機器の操作中に問題が発生した場合は、お電話でご連絡ください 

〒4101118 

静岡県裾野市佐野 84-4 

株式会社 TCJ 

機器の修理が必要な場合は、保証書、製品証明書、購入時の請求書、不具合の内容を明記の上記 TCJまでお送

りください。保証期間内であれば、弊社は無償で修理いたします。 

保証期間以降の修理は有償となります。 

カスタマーサービス E メール：thinkcarjp@gmail.com 

www.tcjltd.com 

予告なしに製品のデザインや仕様を変更する場合がございます。また、実際の製品の外観や色は、

マニュアルに記載されているものと異なる場合もございますのでご理解ください。本書の記載は正確

を期しておりますが、ご不明な点がございましたら、販売店または弊社アフターサービスセンターまで

お問い合わせください。 

 

http://www.tcjltd.com/

